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第 1 節 SDGs とは 

SDGs は、「Sustainable Development Goals」の略で、平成 27 年（2015 年）9 月の国

連総会において全会一致で採択された令和 12 年（2030 年）までの長期的な開発の指針「持続

可能な開発のための 2030 アジェンダ」の中核をなすもので、「誰一人取り残さない」というコ

ンセプトを分野別の目標としてまとめた「持続可能な開発目標」であり、国際社会共通の目標で

す。 

SDGs は、発展途上国のみならず先進国を含む国際社会全体の開発目標として、持続可能な世

界を実現するための包括的な 17 の目標及び細分化された 169 のターゲットから構成され、地

球上の「誰一人取り残さない」社会の実現を目指し、環境・経済・社会の諸課題を包括的に扱い、

広範囲な課題に対する統合的な取組が示されています。 
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第２節 SDGs に対する国の取組 
国において SDGs の実施を総合的かつ効果的に推進するため、平成 28 年（2016 年）5 月

に、「持続可能な開発目標（SDGｓ）推進本部」が設置されました。SDGs 推進本部は、内閣総

理大臣を本部長、内閣官房長官、外務大臣を副本部長とし、全閣僚で構成されています。推進本

部の下には、行政、NGO、NPO、有識者、民間、国際機関等の広範囲な関係者が意見交換を行

う「SDGs 円卓会議」が設置され、同年 12 月には「持続可能な開発目標（SDGs）実施指針」

が策定されました。その中で、国として優先的に取り組むべき 8 つの優先課題と、具体的施策を

定めるとともに、SDGs 推進にあたっての自治体の役割の重要性を指摘しています。 

また、環境省においても、平成 30 年（2018 年）4 月に閣議決定された「第五次環境基本計

画」において、SDGs の考え方を活用し、環境・経済・社会の統合的向上を具体化することを掲

げています。 

 

 

 

  

＜参考＞海洋プラスチック問題

ポイ捨てなどにより、回収されずに河川などを通じて海に流れ込む「海洋プ

ラスチックごみ」が日々発生しています。世界全体で日々大量に発生する「海

洋プラスチックごみ」は長期にわたり海に残存し、地球規模での環境汚染が懸

念されています。なかでも、石油由来の海洋プラスチックごみは、微生物によ

り分解されることがないため、徐々に破砕されながらいつまでも海洋を漂い続

け、生態系に深刻な影響を与えることが懸念されています。 

「持続可能な開発目標（SDGs）」にも海洋環境保全が目標の 1 つとして位

置付けられており、令和 7 年（2025 年）までにあらゆる種類の海洋汚染を防

止し、大幅に削減することが目指されています。 

令和元年（2019 年）に大阪で開催された G20 サミット（第 14 回 20 か

国・地域首脳会合）においても主要議題とされ、我が国でも具体的な対策に向

けた議論がはじまっており、環境省では、こうした問題の解決に向けては、個

人・企業・団体・行政などのあらゆる主体が、それぞれの立場でできる取組を

行い、プラスチックと賢く付き合っていくことが重要であるとの考え方のも

と、「プラスチック・スマート」キャンペーンが実施されています。 

出典 環境省資料 
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第３節 総合計画における SDGs の位置付け 
総合計画では、基本計画として、本市のまちづくりにおける「豊かさ」と「幸せ」を求める取

組を、「健康：Kenko」、「環境：Kankyo」、「経済：Keizai」、「きずな：Kizuna」、「こども：Kodomo」

の 5 つの要素から形成される 18 項目に分類し、それぞれの取組の方向性を示しています。 

これらの総合計画で取り組む方向性は、国際社会全体の開発目標である SDGs の目指す 17

の目標とスケールは違うものの、その目指すべき方向性は同様であることから、総合計画の推進

を図ることで SDGs の目標達成にも資するものと考えます。 

 

SDGs の 17 の目標と基本計画における主な施策の方針の関係 

目標 
総合計画における 

主な項目 

基本計画における 

主な施策の方針 

 

貧困を 

なくそう 

健幸プロジェクト１ ひとづくり 

１ 健康・医療 ・地域医療体制の充実 

13 社会保障 ・生活困窮者の自立支援 

 

飢餓を 

ゼロに 

健幸プロジェクト２ しごとづくり 

１ 健康・医療 ・健康管理の支援 

７ 農業 

・農地流動化及び担い手育成の推進 

・基盤整備の実施及び地域活動による農地などの 

持つ多面的機能の維持 

・地域の特性を生かした多様な農業支援 

・地産地消及び食育の推進 

・農とのふれあい 

 

すべての人に 

健康と福祉を 

健幸プロジェクト１ ひとづくり 

１ 健康・医療 

・健康づくりの機会の拡充 

・継続的な健康づくりのできる体制整備 

・健康管理の支援 

・地域医療体制の充実 

・国・県と連携した受動喫煙対策の強化 

２ スポーツ 

・「する」・「みる」・「おしえる」・「ささえる」 

スポーツの振興 

・スポーツ施設環境の整備 

・スポーツ団体の育成・支援 

５ 生活安全 
・暮らしの安全対策の推進 

・交通安全対策の実施 

12 地域福祉 ・障害者などや子育て世代の地域生活支援 
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目標 
総合計画における 

主な項目 

基本計画における 

主な施策の方針 

 

すべての人に 

健康と福祉を 

13 社会保障 

・健康を考える生活 

・生活困窮者の自立支援 

・障害者の地域生活支援 

・高齢者の生きがいと地域支援 

17 子育て 
・ひとり親家庭の自立支援 

・障害児施策の充実 

 

質の高い教育を 

みんなに 

健幸プロジェクト１ ひとづくり 

14 生涯学習 

・多様なニーズに応じた学びの機会の提供 

・学びの成果を地域に生かすつながりづくり 

・市民の主体的な学びを支える環境づくり 

・図書館サービスの拡充 

15 文化・芸術 
・文化財の保存と活用 

・文化芸術の鑑賞機会提供・情報発信 

17 子育て 
・安心して生み育てられる環境の整備 

・保育園・幼稚園などの充実 

18 学校教育 

・学び合いやかかわり合いを重視した次世代を担う

児童生徒の育成 

・豊かな心やたくましい体の育成と健康教育の推進

・様々な支援を必要とする児童生徒へのきめ細やか

な対応 

・安全・安心・快適を重視した教育環境の充実 

 

ジェンダー 

平等を 

実現しよう 

14 生涯学習 ・市民の主体的な学びを支える環境づくり 

16 参加と協働 

・市民参加及び協働のまちづくりの推進 

・地域活動の支援 

・男女共同参画と多文化共生の推進 

17 子育て ・障害児施策の充実 

18 学校教育 

・学び合いやかかわり合いを重視した次世代を担う

児童生徒の育成 

・豊かな心やたくましい体の育成と健康教育の推進

・様々な支援を必要とする児童生徒へのきめ細やか

な対応 

 

安全な水と 

トイレを 

世界中に 

４ 都市基盤 

（住環境） 
・良好な水環境の実現 

 

エネルギーを 

みんなにそして 

クリーンに 

３ 環境 
・低炭素社会の実現 

・環境学習及び環境配慮行動の促進と支援 
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目標 
総合計画における 

主な項目 

基本計画における 

主な施策の方針 

 

働きがいも 

経済成長も 

健幸プロジェクト２ しごとづくり 

７ 農業 

・農地流動化及び担い手育成の推進 

・基盤整備の実施及び地域活動による農地などの 

持つ多面的機能の維持 

・地域の特性を生かした多様な農業支援 

８ 商工業 

・ものづくり産業の振興 

・商業の振興 

・雇用・就労支援 

・創業支援の推進 

９ 観光 

・観光資源の活用 

・観光資源の充実 

・観光情報の発信 

10 都市基盤 

（市街地） 

・都市拠点（JR 安城駅周辺）の整備促進 

・広域拠点（JR 三河安城駅周辺）の整備促進 

・地域拠点（名鉄新安城駅周辺）の整備促進 

・地域拠点（名鉄桜井駅周辺）の整備促進 

 

産業と技術 

革新の基盤を 

つくろう 

健幸プロジェクト２ しごとづくり 

４ 都市基盤 

（住環境） 

・人がふれあうまちの形成 

・良好な水環境の実現 

・市営住宅の更新 

・空き家等対策の実施 

６ 都市基盤 

（交通） 

・幹線道路の整備促進 

・公共交通網の充実 

・安全、安心、快適な道路交通環境の実現 

・リニア中央新幹線開業に向けた交通環境の充実 

７ 農業 

・農地流動化及び担い手育成の推進 

・基盤整備の実施及び地域活動による農地などの 

持つ多面的機能の維持 

・地域の特性を生かした多様な農業支援 

８ 商工業 

・ものづくり産業の振興 

・商業の振興 

・雇用・就労支援 

・創業支援の推進 

９ 観光 

・観光資源の活用 

・観光資源の充実 

・観光情報の発信 
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目標 
総合計画における 

主な項目 

基本計画における 

主な施策の方針 

 

産業と技術 

革新の基盤を 

つくろう 

10 都市基盤 

（市街地） 

・都市拠点（JR 安城駅周辺）の整備促進 

・広域拠点（JR 三河安城駅周辺）の整備促進 

・地域拠点（名鉄新安城駅周辺）の整備促進 

・地域拠点（名鉄桜井駅周辺）の整備促進 

11 防災・減災 

・上下水道の耐震化 

・防災・減災対策の普及促進 

・雨水貯留施設の整備 

 

人や国の 

不平等を 

なくそう 

12 地域福祉 ・障害者などや子育て世代の地域生活支援 

13 社会保障 
・生活困窮者の自立支援 

・障害者の地域生活支援 

 

住み続けられる 

まちづくりを 

健幸プロジェクト３ まちづくり 

４ 都市基盤 

（住環境） 

・人がふれあうまちの形成 

・良好な水環境の実現 

・市営住宅の更新 

・空き家等対策の実施 

５ 生活安全 

・暮らしの安全対策の推進 

・交通安全対策の実施 

・消費生活相談の強化 

６ 都市基盤 

（交通） 

・幹線道路の整備促進 

・公共交通網の充実 

・安全、安心、快適な道路交通環境の実現 

・リニア中央新幹線開業に向けた交通環境の充実 

８ 商工業 

・ものづくり産業の振興 

・商業の振興 

・雇用・就労支援 

・創業支援の推進 

９ 観光 

・観光資源の活用 

・観光資源の充実 

・観光情報の発信 

10 都市基盤 

（市街地） 

・都市拠点（JR 安城駅周辺）の整備促進 

・広域拠点（JR 三河安城駅周辺）の整備促進 

・地域拠点（名鉄新安城駅周辺）の整備促進 

・地域拠点（名鉄桜井駅周辺）の整備促進 

11 防災・減災 

・災害時の対応・連携強化 

・上下水道の耐震化 

・防災・減災対策の普及促進 

・感染症対策 

15 文化・芸術 ・文化芸術の鑑賞機会提供・情報発信 
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目標 
総合計画における 

主な項目 

基本計画における 

主な施策の方針 

 

つくる責任 

つかう責任 

健幸プロジェクト３ まちづくり 

６ 都市基盤 

（交通） 

・幹線道路の整備促進 

・公共交通網の充実 

・安全、安心、快適な道路交通環境の実現 

・リニア中央新幹線開業に向けた交通環境の充実 

 

気候変動に 

具体的な対策を 
11 防災・減災 

・災害時の対応・連携強化 

・上下水道の耐震化 

・防災・減災対策の普及促進 

 

海の豊かさを 

守ろう 
３ 環境 

・自然と共生する良好な生活環境の確保 

・資源循環とごみ減量の推進 

・環境学習及び環境配慮行動の促進と支援 

 

陸の豊かさも 

守ろう 
３ 環境 

・自然と共生する良好な生活環境の確保 

・環境学習及び環境配慮行動の促進と支援 

 

平和と公正を 

すべての人に 

２ スポーツ 

・「する」・「みる」・「おしえる」・「ささえる」 

スポーツの振興 

・スポーツ団体の育成・支援 

５ 生活安全 
・暮らしの安全対策の推進 

・交通安全対策の実施 

12 地域福祉 ・障害者などや子育て世代の地域生活支援 

16 参加と協働 ・男女共同参画と多文化共生の推進 

 

パートナー 

シップで目標を 

達成しよう 

健幸プロジェクト３ まちづくり 

２ スポーツ 

・「する」・「みる」・「おしえる」・「ささえる」 

スポーツの振興 

・スポーツ団体の育成・支援 

14 生涯学習 
・学びの成果を地域に生かすつながりづくり 

・市民の主体的な学びを支える環境づくり 

15 文化・芸術 ・文化芸術の鑑賞機会提供・情報発信 

16 参加と協働 

・市民参加及び協働のまちづくりの推進 

・地域活動の支援 

・男女共同参画と多文化共生の推進 

18 学校教育 
・学び合いやかかわり合いを重視した次世代を担う

児童生徒の育成 

 


